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LP2952/LP2952A/LP2953/LP2953A
可変型低消費電流・低ドロップアウト電圧レギュレータ

概要
LP2952および LP2953は待機時消費電流が非常に小さく(1mA

負荷で代表値 130μA)、ドロップアウト電圧も非常に低い ( 代表
値として軽負荷時で 60mV、250mAの負荷で 470mV)マイクロ
パワー電圧レギュレータです。これらはバッテリ電源のシステムに
最適です。さらに、待機時消費電流はドロップアウト時でもわずか
に上昇するだけなので、バッテリの寿命を延ばします。

LP2952および LP2953は LP2951の優れた特性をすべて備えて
おり、さらに出力電流が大きく、付加機能が追加され、シャットダ
ウン機能も改善されています。

シャットダウンが動作すると、内部のクローバ回路 (crowbar)が出
力を迅速にプルダウンします。

出力電圧が規定電圧以下にドロップすると、エラーフラグが LOW

レベルになります。

また、バッテリの逆接続保護機能も備えています。

内部の基準電圧は外部回路用に使用でき、優れたライン・レギュ
レーションとロード・レギュレーションを持つ低 T.C.(温度係数 )の
基準電圧を提供します。

この部品はDIPおよび表面実装パッケージで供給されます。

特長
■ 出力電圧を 1.23V～ 29Vの範囲で調整可能
■ 出力電流 250mAを保証
■ 非常に低い待機時消費電流
■ 低ドロップアウト電圧
■ 非常に優れたロード・レギュレーション及びライン・レギュレー
ション

■ 非常に低い温度係数
■ 過電流制限及びサーマルリミット
■ バッテリ逆接続保護
■ 50mA(代表値 )出力プルダウン・クローバ
■ 5V、3.3Vバージョン

LP2953バージョンのみ
■ CMOS/TTL 出力レベルコンパチブルの独立したコンパレータ
内蔵。故障検出、低入力電圧検出などに使用可能。

アプリケーション
■ 高効率のシリーズ・レギュレータ
■ 低電圧シャットダウン付きレギュレータ
■ 低ドロップアウト・バッテリ電源用レギュレータ
■ スナップオン /スナップオフ・レギュレータ

ブロック図

LP2952 LP2953

ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容
　　　　が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際
　　　　しては、必ず最新の英文データシートをご確認ください。
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ピン配置図
製品情報

LP2952

LP2953

LP2952

LP2953

LP2952

LP2953

14-Pin DIP

16-Pin SO

16-Pin SO

16-Pin DIP
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絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

電気的特性
標準文字で表記される規格値は TJ＝ 25℃に対する値であり、太文字で表記される規格値は全動作温度範囲にわたって適用されます。
規格値は、製造時のテストまたは標準統計品質管理 (SQC) 手法を用いた、相関関係により保証されます。特記のない限り、VIN ＝
VO(NOM)＋ 1V、IL＝ 1mA、5V品は CL＝ 2.2μF、3.3V品は CL＝ 4.7μFであり、フィードバック・ピンはV Tapピンに接続されます。
出力ピンは出力センス・ピンに接続されます。

3.3V

5.0V

電気的特性―All Voltage Options 
標準文字で表記される規格値は TJ＝ 25℃に対する値であり、太文字で表記される規格値は全動作温度範囲にわたって適用されます。
規格値は、製造時のテストまたは標準統計品質管理 (SQC) 手法を用いた、相関関係により保証されます。特記のない限り、VIN ＝
VO(NOM)＋ 1V、IL＝ 1mA、5V品は CL＝ 2.2μF、3.3V品は CL＝ 4.7μFであり、フィードバック・ピンはV Tapピンに接続されます。
出力ピンは出力センス・ピンに接続されます。

保存温度範囲 － 65℃≦ TA≦＋ 150℃

動作温度範囲

LP2952I、LP2952AI、LP2953I、LP2953AI、
LP2952I-3.3、LP2953I-3.3、LP2952AI-3.3、
LP2953AI-3.3                                   － 40℃≦ TJ≦＋ 125℃

リード温度 (ハンダ付け、5秒 ) 260℃

消費電力 (Note 2) 内部制限

最大接合部温度

LP2952I、LP2952AI、LP2953I、LP2953AI、
LP2952I-3.3、LP2953I-3.3、LP2952AI-3.3、
LP2953AI-3.3                                                             ＋ 125℃

入力電源電圧 － 20V～＋ 30V

フィードバック入力電圧 (Note 3) － 0.3V～＋ 5V

コンパレータ入力電圧 (Note 4) － 0.3V～＋ 30V

シャットダウン入力電圧 (Note 4) － 0.3V～＋ 30V

コンパレータ出力電圧 (Note 4) － 0.3V～＋ 30V

ESD耐圧 (Note 15) 2 kV
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電気的特性―All Voltage Options (つづき)

標準文字で表記される規格値は TJ＝ 25℃に対する値であり、太文字で表記される規格値は全動作温度範囲にわたって適用されます。
規格値は、製造時のテストまたは標準統計品質管理 (SQC) 手法を用いた、相関関係により保証されます。特記のない限り、VIN ＝
VO(NOM)＋ 1V、IL＝ 1mA、5V品は CL＝ 2.2μF、3.3V品は CL＝ 4.7μFであり、フィードバック・ピンはV Tapピンに接続されます。
出力ピンは出力センス・ピンに接続されます。
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電気的特性―All Voltage Options (つづき)

標準文字で表記される規格値は TJ＝ 25℃に対する値であり、太文字で表記される規格値は全動作温度範囲にわたって適用されます。
規格値は、製造時のテストまたは標準統計品質管理 (SQC) 手法を用いた、相関関係により保証されます。特記のない限り、VIN ＝
VO(NOM)＋ 1V、IL＝ 1mA、5V品は CL＝ 2.2μF、3.3V品は CL＝ 4.7μFであり、フィードバック・ピンはV Tapピンに接続されます。
出力ピンは出力センス・ピンに接続されます。
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電気的特性―All Voltage Options (つづき)

Note 1: 絶対最大定格とは、ICに破壊が発生する可能性のある制限値をいいます。動作定格を超えて動作させている ICには、電気的特性の規格は適用され
ません。

Note 2: 最大許容消費電力は最大接合部温度 TJ(MAX)、接合部と周囲大気間熱抵抗θJ－A、周囲温度 TAの関数です。任意の周囲温度における最大許
容消費電力は次の式を使って計算されます。

最大許容消費電力を超えるとダイの温度が極端に上昇し、このレギュレータに内蔵されたサーマルシャットダウンが動作します。ヒートシンクおよび熱抵抗
についての詳細は「アプリケーション・ヒント」を参照してください。

Note 3 レギュレータの負荷が負電源となりえるデュアル電源システムに使用する場合、出力電圧はグラウンドへダイオードクランプしなくてはなりません。

Note 4: 入力電源電圧を超えても構いません。

Note 5: 出力電圧または基準電圧の温度係数は最悪の電圧変化を全温度範囲で割った値として定義されます。

Note 6: ロード・レギュレーションの測定は一定の接合部温度で行うために、低デューティ・サイクルのパルス試験を用います。テスト項目は 2種あり別 に々実行さ
れます。1 つは 100μA～ 1mAの範囲に対するテストで、もう1 つは 1mA～ 250mAの範囲に対するテストです。温度上昇による出力電圧の変動は
サーマル・レギュレーションの規定項目を参照してください。

Note 7: ドロップアウト電圧は、入出力電圧差が 1Vの時に測定された出力電圧の値より、100mV 出力電圧が降下した時の入出力電圧差として定義されます。
出力電圧の設定値が非常に低い場合は、入力電圧は最低 2V (温度範囲全体にわたっては 2.3V)なければなりません。

Note 8: グラウンド・ピンの電流がこのレギュレータの待機時消費電流です。入力電源から消費される合計電流は、このグラウンド・ピンの電流、出力負荷電流、
および外部電圧デバイダ (使われている場合 )に流れる電流の和です。

Note 9: VSHUTDOWN≦ 1.1V、VOUT＝VO(NOM)

Note 10: サーマル・レギュレーションとは、電力損失が変化した後、時間 T経過した時の出力電圧の変化であり、ロード・ギュレーションとラインレギュレーションの
影響を除いた値です。規格値は T＝ 10msでVIN＝VO(NOM)＋ 15Vにおける200mA負荷パルス (3Wのパルス )に対する値です。

Note 11: 出力とフィードバック・ピンの間に 0.1μFのコンデンサを接続します。

Note 12: VREF≦ VOUT≦ (VIN－ 1V)、2.3V≦ VIN≦ 30V、100μA≦ IL≦ 250 mA

Note 13: テスト項目は 2種あり別 に々実行されます。1つは 2.5V≦ VIN≦ VO(NOM)＋ 1Vの範囲をカバーし、もう1つのテストは VO(NOM)＋ 1V≦ VIN≦
30Vの範囲をカバーします。

Note 14: コンパレータのスレッショルドは、VIN ＝ VO(NOM) ＋ 1V でのリファレンス電圧を基準とし、このリファレンス電圧とフィードバック電圧との電圧差とします。
出力端子での電圧差に換算したスレッショルドを計算するには、エラーアンプ・ゲイン (VOUT/VREF＝ (R1＋R2)/R2)を掛けます (Figure 3 参照 )。

Note 15: 使用した試験回路は人体モデルに基づき、200pFのコンデンサから直列抵抗 1.5kΩを通して各端子に放電させます。

Note 16: レギュレータのシャットオフはLOWレベルの TTLまたはCMOS電圧でシャットダウンピンを駆動し、レギュレータのオンはHIGHレベルの TTLまたはCMOS

電圧でシャットダウンピンを駆動します。
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代表的な性能特性
特記のない限り、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、CL＝ 2.2μF、VSD＝ 3V、TA＝ 25℃、VOUT＝ 5V

Quiescent Current Quiescent Current

Ground Pin Current vs Load Ground Pin Current

Ground Pin Current Output Noise Voltage
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、CL＝ 2.2μF、VSD＝ 3V、TA＝ 25℃、VOUT＝ 5V

Ripple Rejection

Ripple Rejection

Line Transient Response

Line Transient Response

Output Impedance

Ripple Rejection
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、CL＝ 2.2μF、VSD＝ 3V、TA＝ 25℃、VOUT＝ 5V

Load Transient Response Load Transient Response

Dropout Characteristics Enable Transient

Enable Transient
Short-Circuit Output Current
and Maximum Output Current
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代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、CL＝ 2.2μF、VSD＝ 3V、TA＝ 25℃、VOUT＝ 5V

Feedback Bias Current Feedback Pin Current

Error Output Comparator Sink Current

Divider Resistance

Dropout Detection
Comparator Threshold

Voltages



11 www.national.com/jpn/

L
P

2952/L
P

2952A
/L

P
2953/L

P
2953A

代表的な性能特性 (つづき)

特記のない限り、VIN＝ 6V、IL＝ 1mA、CL＝ 2.2μF、VSD＝ 3V、TA＝ 25℃、VOUT＝ 5V

Thermal Regulation Minimum Operating Voltage

Dropout Voltage
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等価回路

アプリケーション・ヒント

ヒートシンクの条件 (工業用温度範囲のデバイス )

LP2952/LP2953の最大許容消費電力は最大接合部温度 (＋125℃ )

により、またデバイスの放熱に関係する外部要因により制限されます。
ヒートシンクの必要性は、そのアプリケーションにおける周囲温度と接合
部・周囲間熱抵抗 (θJA)によって決まります。

工業用温度範囲 (－ 40℃≦ TJ≦＋ 125℃ )のデバイスにはプ
ラスチック DIP パッケージと表面実装パッケージがあり、銅のリー
ドフレームにより、IC のグラウンド端子を介してダイから PC ボード

の銅箔部分に効果的に放熱します。PCボードの銅箔使用による
ヒートシンクの詳細は後述します。

ヒートシンクが必要かどうかを決めるには、レギュレータで消費され
る最大電力 P(max)を計算しなければなりません。AC電源からト
ランスを介してレギュレータに電力が供給されている場合、ACラ
イン電圧定格最大値を使用します。 ( この値がレギュレータに対
する最大 DC 入力電圧の最大値になります )。Figure 1 に回路
の電圧と電流を示します。また、レギュレータで消費される電力
の計算式もFigure  1に示します。
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アプリケーション・ヒント (つづき)

FIGURE 1.  PTOTAL＝ (VIN－ VOUT) IL＋ (VIN) IG    
Current/Voltage Diagram

次に計算しなければならないパラメータは最大許容温度上昇
TR(max)です。これは次式を使って計算します。

TR(max)＝ TJ(max)－ TA(max)θ(JÐA)＝ TR(max)/P(max)

ここで :

TJ(max)は最大許容接合部温度

TA(max)は最大周囲温度

TR (max)および P(max)の計算値を使って、接合部周囲間熱抵
抗θ(J-A)が次式から得られます。

θ(J-A)＝ TR(max)/P(max)

LP2952とLP2953のヒートシンクは PC 基板の銅箔で行います。
熱はダイからリードフレーム (ICの内部 )を通り、PCボードにハン
ダ付けのピンから放出されます。熱伝導に使用されるピンを次表
に示します。

TABLE 1.  Heat Conducting Pins

LP2952およびLP2953から熱を逃がすために使われる銅箔パター
ンを Figure 2 に示します。

FIGURE 2.  銅箔のヒートシンク・パターン

1オンス (35ミクロン厚の銅箔 )の場合の LとWの値に対する接
合部・周囲間熱抵抗 (θJ-A)の値をTable 2に示します。

TABLE 2.  Thermal Resistance for Various Copper 
Heatsink Patterns

  * L＝ 2Hの場合に最良の結果が得られます。

     
** 14ピンの DIPも同様です。ヒートシンク用のピンは Table 1を参照してくださ
い。
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アプリケーション・ヒント (つづき)

外付けコンデンサ

安定動作のためには、出力を 5Vとした場合、出力ピンとグラウ
ンドとの間に 2.2μF (またはそれ以上 )のコンデンサが必要です。
このコンデンサがないと発振が生じます。タンタルやアルミニウム電
解コンデンサの通常のタイプで動作します。フィルムタイプも使用
できますが高価です。アルミニウム電解コンデンサの多くは－30℃
で凍結する電解液を含んでいます。したがって、－ 25℃以下で
動作させる場合タンタル・コンデンサを使う必要があります。この
コンデンサの重要なパラメータは、約5Ω以下のESRおよび500kHz

以上の共振周波数です (ESRは温度が室温の 25℃から－30℃
へ下がると、20～ 30倍に増加する可能性があります )。このコ
ンデンサの値は無制限に増加することができます。

出力電流が低いと、安定動作のための出力コンデンサの容量は
小さくてすみます。このコンデンサは電流が 10mA 以下の場合
0.68μFに、電流が 1mA以下の場合は 0.22μFまで減らすことが
できます。

出力電圧を 5V以下に設定すると、誤差アンプが低ゲインで動作
し、安定動作のために、通常より大きい出力コンデンサ容量が必
要になります。3.3V の出力では、4.7μF 以上のコンデンサが必
要です。1.23Vの出力で負荷電流 250mAの最悪条件の場合、
6.8μF以上のコンデンサを使用してください。

入力ピンとACフィルタ・コンデンサ間の配線が 10インチ以上ある
場合、あるいは入力がバッテリの場合、入力ピンとグラウンドとの
間に 1μF以上のコンデンサを接続してください。

フィードバック端子に浮遊容量があると、動作が不安定になり、出
力電圧設定用の外部抵抗に高い数値のものを使う場合は、特に
問題になります。出力ピンとフィードバック・ピンとの間に 100pFの
補正用コンデンサを付加し、出力コンデンサを 6.8μF以上に増や
すと、この問題は解決します。

最小負荷

外部、電圧分割抵抗により出力電圧を設定するとき、動作上必
要な最小の負荷を与えるために最低 1μA の電流が流れる値の
抵抗を使用してください。

データシート上の電気的特性のテスト条件では動作上必要な最
小負荷電流が規定されているので、この値を使用しこれらのテス
ト・リミット値についての相関を得なければならないことに注意して
ください。

出力電圧のプログラミング

このレギュレータは出力ピンとセンスピン(電圧検出ピン)を接続し、
フィードバック・ピンと5Vタップ・ピンを接続することによってその内
部電圧デバイダを使って 5V動作にすることができます。

また、2個の外部抵抗を使用することにより基準電圧 1.23V～最
大出力電圧30Vの値に設定することができます (Figure 3 参照 )。
出力電圧を計算する式は次の通りです。

VREFは基準電圧の 1.23Vであり、IFBはフィードバック・ピンのバ
イアス電流 (代表値－ 20nA)を示します。レギュレータが無負荷
の場合、最小推奨負荷電流 1μA により、R2 の値は最大値
1.2MΩまで増加します。 ( 最小負荷、参照 )。 IFBによりVOUT

は通常 2%の誤差が生じますが、これは室温条件においてR1を
調整することにより除去できます。さらに精度を良くするためには、
R2＝ 100kΩに選定すると、VOUTの誤差は 0.17%まで減少させ
ることができますが、外部抵抗に流れる電流を 12μAまで増加し
ます。

しかし待機時消費電流の代表値は 120μAであり、この電流の増
加分は無視できます。

FIGURE 3.  可変型レギュレータ

ドロップアウト電圧

レギュレータのドロップアウト電圧は、入出力電圧差が 1Vの時に
測定された出力電圧を基準にして、出力電圧の低下が 100mV

以内に収まるのに必要な最小入出力電圧の差として定義されま
す。またドロップアウト電圧は設定された出力電圧とは無関係で
す。

ドロップアウト検出コンパレータ

このコンパレータは、出力のレギュレーションが約 5%以上降下し
た時 LOWレベルの電圧を出力します。この 5%という値は、エ
ラー・コンパレータに組み込まれた約 60mV のオフセット電圧を、
1.23Vの基準電圧で割ったものです。(1ページのブロック図参照 )。
この検出レベルは、設定した出力電圧に関係なく“通常－ 5%

の値”を維持します。レギュレーション動作領域から外れる状態
は、低入力電圧、過電流制限、または熱的制限 (サーマルリミッ
ト)によって生じます。

Figure 4 に出力電圧、ERROR出力、および入力電圧の関係を
示します。これはレギュレータの設定された 5Vの出力に対して入
力電圧が上昇、低下するときのタイミング図です。ERROR信号
は入力電圧約 1.3VでLOWレベルになり、入力電圧約 5V(VOUT

＝ 4.75V) で HIGHレベルになります。ドロップアウト電圧は負荷
に左右されるため、入力検出電圧は負荷電流により変化します
が、出力検出電圧は変化しません。

コンパレータは、オープン・コレクタ出力を備えており、外部プル
アップ抵抗は、レギュレータの出力または他の電源に接続します。
レギュレータの出力電圧と接続することによって、コンパレータの出
力が無効な“HIGH”になるのを防止します。この現象はレギュ
レータの入力電圧が 1.3V以下に下がっているときに、コンパレー
タの出力が外部電圧へプルアップされる場合に発生します。プル
アップ抵抗値を選定する際、出力電流より400μAをシンクするの
で、シンク電流がバッテリ消費電流に加わるということに注意して
ください。推奨値の範囲は 100kΩ～ 1MΩです。この抵抗はコ
ンパレータ出力が使用されていない場合は不要です。

  * 「アプリケーション・ヒント」参照
** TTL LOWレベルの信号により出力はシャットダウンします。
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アプリケーション・ヒント (つづき)

VIN≦ 1.3V時に、エラーフラグ・ピンがハイ・インピーダンス状態
になり、エラーフラグ電圧がプルアップ電圧まで上がります。VOUT

を (5Vの外部電源の代わりに )プルアップ電圧として用いると、こ
の状態でエラーフラグ電圧を1.2V以下 (Typ)に抑えることができ
ます。等しい値の分割抵抗 (10kΩ推奨 )を用いてエラーフラグ
電圧を分圧することにより、エラー時において論理“LOW”状
態の信号レベルが得られ、また通常動作時において論理
“HIGH”状態の有効な信号レベルが得られます。

FIGURE 4.  ERROR出力のタイミング

出力の絶縁

レギュレータのグラウンド・ピンがグラウンドに接続されている限り、
レギュレータの入力電源がシャット・オフしている場合、レギュレー
タの出力はアクティブな電圧源 (たとえばバッテリ)に接続したまま
にしておくことができます。グラウンド・ピンがフロートしている場合、
出力が外部電圧源によってプルアップされるとレギュレータが損
傷する可能性があります。

出力ノイズの低減

基準電圧として使用するアプリケーションにおいては、出力におけ
るACノイズを低減すれば利点があります。その 1 つの方法は、
出力容量を大きくしてレギュレータの帯域幅を減少させることで
す。しかし、この方法は効率があまり良くありません。というのは、
大幅に改善するには容量をかなり大きくする必要があるからで
す。

ノイズは R1の両端にバイパス・コンデンサを接続することによって
効果的に低減できます (Figure 3 参照 )。このコンデンサを選定
するための式は次の通りです。

この式により約 0.1μFの値が得られ、安定した動作のために出力
コンデンサは 6.8μF以上にしなければなりません。0.1μFのコンデ
ンサを用いると、回路の高周波ゲインが 1 に下がり、10Hz ～
100kHz の帯域幅において出力ノイズ電圧が 260μV から 80μV

に減少します。また、ノイズは出力電圧には関係がなく、高出力
電圧ではノイズ比率の低下はさらに大きくなります。

補助コンパレータ (LP2953のみ )

LP2953は独立したコンパレータを備えており、その反転入力は基
準電圧の 1.23V に接続されています。この補助コンパレータは
オープンコレクタ出力を備えており、その電気的特性はドロップアウ
ト検出用コンパレータに類似しています。非反転入力 / 出力は、
外部接続用に端子が用意されています。

シャットダウン入力

シャットダウン入力にロジック・ロー ( ＜ 1.2V)を入力するとレギュ
レータはシャットダウンします。

誤動作を防ぐためにシャットダウン入力は、アクティブ終端しなけれ
ばなりません。シャットダウンピンの入力をオープンコレクタで駆動す
る場合プルアップ抵抗 (推奨値 : 20kΩ～ 100kΩ)をシャットダウン
ピンとレギュレータの入力ピンの間に入れる必要があります。

オペアンプのようなタイプでアクティブにハイやローに駆動できる場
合にはプルアップ抵抗は特に必要ありません。

シャットダウン機能を使用しない場合にはプルアップ抵抗は使用せ
ずにシャットダウンピンを直接レギュレータの入力ピンにつないでく
ださい。

重要 : 絶対最大定格にあるようにシャットダウンピンはグラウンド
レベルよりも0.3V低い電圧は印加できません。シャットダ
ウンピンが直接レギュレータの入力ピンに接続されている
場合にはバッテリ逆接続の保護機能が効かなくなりま
す。

           このような場合にはプルアップ抵抗をシャットダウンピンと
レギュレータピンの間にいれることで保護機能が有効にな
ります。

  * シャットダウン・モードでは、ERRORは外部電源にプルアップされている場合

 HIGHになります。この誤応答を避けるために、レギュレータの出力にプルア
ップしてください。

** 正確な値はドロップアウト電圧に依存します。(「アプリケーション・ヒント」参
     照 )
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代表的なアプリケーション

Low T.C. Current Sink

Basic 5V Regulator 5V Current Limiter with Load Fault Indicator

  * 出力電圧は＋VINの最小ドロップアウト電圧に等しくなります。この値は
出力電流によって変わります。電流制限は最大 380mA(代表値 )です。

**必要な制限電流値に対応する出力電圧においてコンパレータの入力
電圧が 1.23Vになるように R1を選択してください。
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代表的なアプリケーション (つづき)

5V Battery Powered Supply with Backup and Low Battery Flag

この回路はメインバッテリ電圧が約 5.6V以下に下がると、NI-CADバックアップ・バッテリに切り換わり、メインバッテリが約 6Vまで再充電されるとメインバッテリに切
り換わります。
5V MAIN出力は、バックアップが不要な回路の電源として使われ、5V MEMORY出力はバックアップが必要な重要な回路の電源として使われます。
* BATTERY LOWフラグは、回路が NI-CADバックアップ・バッテリに切り換わるとLレベルになります。

5V Regulator with Error Flags for

*論理回路またはマイクロプロセッサのコントロール入力ピンに接続してください。

LOW BATTERY and OUT OF REGULATION

 LOW BATTフラグは、バッテリが約 5.8Vにまで低下したことを警告します。

この時点では、出力電圧はレギュレートされています。

 OUT OF REGULATIONフラグは、バッテリがもうすぐ完全に放電することを示し、パワーダウン・シーケンスを開始するために使うことができます。

この信号により、バッテリを再充電するか、又は大電力を必要とするいくつかのハードウエアをパワーダウンさせるまでの時間の余裕が得られます。
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代表的なアプリケーション (つづき)

*＝ 5.87Vでオン

5V Regulator with Error Flags for
LOW BATTERY and OUT OF REGULATION

with SNAP-ON/SNAP-OFF Output

5V Regulator with Snap-On/Snap-Off
Feature and Hysteresis

＝ 5.64Vでオフ
   (図中に示されている値の場合 )

*論理回路またはマイクロプロセッサのコントロール入力ピンに接続してください。
   OUTPUTはスナップオン /スナップオフの特性を備えています。
   LOW BATTフラグは、バッテリが約 5.8Vにまで低下したことを警告し、バッテ
リを再充電するか、又は大電力が必要なハードウエアをシャットダウンするまで
の時間の余裕が得られます。この時点では、出力電圧はレギュレートされてい
ます。

   OUT OF REGULATIONフラグは出力が約 4.7Vに低下するとLレベルにな
ります。これは負荷の障害によっても発生する可能性があります。

   OUTPUTはスナップオン /スナップオフの特性を備えています。レギュレータは
約 5.7Vの入力でスナップオンし、約 5.6Vでスナップオフします。

5V Regulator with Timed Power-On Reset

Timing Diagram for Timed Power-On Reset

* RT＝ 1 MEG, CT＝ 0.1μF
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代表的なアプリケーション (つづき)

5V Regulator with Timed Power-On Reset, Snap-On/Snap-Off Feature and Hysteresis
Timing Diagram

Td＝ (0.28) RC＝ 28 ms for components shown.
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters)

16-Pin Surface Mount
Order Number LP2952IM, LP2952AIM, LP2952IM-3.3, LP2952AIM-3.3,

LP2953IM, LP2953AIM, LP2953IM-3.3 or LP2953AIM-3.3
NS Package Number M16A 
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外形寸法図 特記のない限り inches (millimeters) (つづき)

14-Pin Molded DIP
Order Number LP2952IN, LP2952AIN, LP2952IN-3.3 or LP2952AIN-3.3

NS Package Number N14A 

16-Pin Molded DIP
Order Number LP2953IN, LP2953AIN, LP2953IN-3.3 or LP2953AIN-3.3

NS Package Number N16A 
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生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナルセミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル 

ナショナルセミコンダクタージャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

www.national.com/jpn/
その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用ください。

0120-666-116
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